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2022年における酪農学園大学野生動物医学センター
WAMCの研究活動報告
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同 野生動物医学センターWAMC

は じ めに

2004年4月、酪農学園大学（本学）野生動物医学セン
ター（WAMC）は文部科学省私立大学戦略的研究基盤
形成支援事業（酪農学園大学大学院、当時代表：谷山弘
行 元教授、現・酪農学園理事長）の一環として、大学
附属動物病院（現・動物医療センター）構内に設立され
た。WAMCは野生種のみならず、動物園水族館（園館）
の飼育動物、アルパカやダチョウなどの特用家畜・家禽、
愛玩鳥、エキゾチック動物（エキゾ）などを対象に諸活
動を展開してきた。そして、その諸活動を可視化する目
的で、毎年、研究概要が北獣会誌に掲載されてきた。
2022年も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
よる影響を強く受けたのは、直近2年間と同様であった。
しかし、2022年はCOVID-19に加え、EAEVE申請に伴

うWAMCの閉鎖（後述）も加わり、例年とは異なる報
告になる。まずはこれまで同様に、直近では2021年の活
動概要［1、2］、WAMCにおける研究活動を概観した。なお、
2021年までの3年分の研究・教育・啓発の各活動報告集
（ISBN 978-4-902786-30-9 C3047）は、2021年12月19日
に本学社会連携センターから刊行された（図1）。なお、
今年4月から医動物学ユニットの専任教員として尾針が
加わったので［3］、本報告も共同で行う。

哺乳類の疫学・寄生虫病など

WAMCでは、従来原虫病に関する報告はきわめて少
ないので、今年、Cryptosporidium属およびBabesia属
に関する報告［4、5］が刊行されたことは歓迎すべき例外で
あった。これはWAMCが野生動物医学会から蠕虫症セ
ンターの指定を受けたことによる。そのため、蠕虫症に
関しての依頼が主要となり、たとえば、今年刊行した園
館飼育哺乳類では、シマウマ皮膚病変（図2）から得ら
れた頸部糸状虫Onchocerca cervicalisの症例［6］のような
ものが多くを占める。

WAMC設立の当初、北海道で外来種化したアライグ
マにおける感染症疫学が研究活動のひとつの柱であった
が、今日でも未刊行のデータが多く残されている。これ
以上の情報劣化を避けるため、今年はここ10年程のもの

図2．飼育グレビーシマウマ眼瞼部における頸部糸状虫症
図2－1：虫体摘出直後の状態、図2－2：虫体摘出1
週間後の患部の状態（中本 他［6］より改変）

図1．2019～2021年までのWAMCにおける研究・教
育・啓発活動報告集（表紙）
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は予報的な資料という形態で残した［7］。また、未刊行デー
タに関連して、野ネズミ類から得られた線虫類の結果も
少なくなく、浅川としては忸怩たる思いである。野ネズ
ミ類の蠕虫研究は1980年代前半から展開したが、WAMC
設立後も指導した学生、院生、研究生などに引き継がれ、
今なお国内外の野ネズミ類に関して研究が継続している。
しかし、WAMCの性格上、他の動物種がたくさん持ち
込まれ、公表に関しては遅延していた。一方、宿主特異
性の高い線虫類の形態分類あるいは地理的分布に関した
刊行は、今年の実績［8‐10］をご覧になれば一目瞭然である
が、大分大学名誉教授 長谷川英男先生の主導で研究が
実施されている。
野ネズミ類は筆者自身が捕獲していたが、他の野生哺

乳類に関しては交通事故などによる死体が少なくなかっ
た。そこで、これまでWAMCにおけるこれまでの総括
と今後の展望を、野生動物の交通事後に関する専門書の
一章で展開した［11］。さらに、他の哺乳類の刊行に関して
は、いずれも飼育種ではあったが、ブタ腸管におけるハ
エ類幼虫の検出事例［12］と強盗事件に関わる容疑者の靴か
ら得られた哺乳類体毛鑑定に関する短報［13］であった。

鳥類の救護・死因解明など

現在、全国獣医大学の中で、野生動物の救護を専用の
施設で行っていたのは酪農学園大学だけで、これを担う
のがWAMCであった。しかし、2022年初夏で終焉を迎
えることになったので（後述）、今年公表された症例報
告、すなわち、国の天然記念物マガンとシジュウカラの
事例［14、15］が、おそらく、最後のものとなろう。まず、本
学におけるWAMCの活動にご支援頂いた北海道獣医師
会の皆様には心からお礼を申し上げたい。
本学における野生動物の救護活動は、1988年12月に本
学附属家畜病院（当時）が北海道庁と北海道獣医師会か
らの要請を受けたことに端を発した。活動初期は中出哲
也先生（本学名誉教授）ら外科学担当教員が献身的に対
応され、2004年3月末の本学附属動物病院の新設・移転
まで継続した。しかし、新動物病院ではバイオリスクの
関係上、野生動物種の搬入が禁じられたので、WAMC
がこれを引き継ぎ、今日まで至った。しかし、欧州獣医
学教育機関協会（EAEVE）の国際認証を目指し、獣医
学教育の質の保証と国際化に取り組んでいる中で、本学
獣医学群全体のバイオセキュリティーの見直しが行われ、
WAMCにおいて野生傷病鳥獣救護活動を継続すること
は人獣共通感染症の蔓延防止の観点から困難とされた。
そのため、約34年間続いた本学における救護活動が停止

したのである［16、17］。また、バイオリスクの危険性は、
WAMC建屋への死体搬入も危険視され、これまで同様
な活動はほぼ不可能となった。これからは既に収集、固
定された材料だけに限定し、寄生虫病を含む感染症に関
し何らかの形で継続したいと目論んでいる。そのような
危機的な状況の中、今年も多くの公表がなされたことは
今後の弾みになる［18‐23］。WAMCにはあまり新鮮ではな
い状態の死体について死因追及をする、いわゆる「野生
動物の法獣医学」の手法を応用した依頼にも対応してい
たが、これも以前の未公表のものを除くとおそらく最後
となる症例報告がいくつか刊行された［24‐27］。この中には
野生動物としては例外的なドバト（カワラバト）の虐待
事例（餌でおびき寄せ、金属バットで殴打した事件；図
3）も含まれていたことは、今後の動向を占う上で注目
された。なお、法獣医学という分野名称は、最近になっ
て飼育動物の虐待を証明する実学とされるようになった
が、本誌でも紹介したように［28］、元々、明治時代に粗悪
な乳肉や家畜の不正売買に伴う犯罪などを立証し、もっ
て類似の事件発生を未然に防ぐ分野であった。以上のよ
うに現今の法獣医学と明治の法獣医学とでは、若干焦点
が異なる印象なので、一度整理して異物同名などの無用
な混乱を防ぐ必要があるだろう。

魚類および両生爬虫類の症例・疫学など

本学の魚病学講義を科目代表として担当していること
から、関連分野の研究業績が必要にある。今年は知床半
島で水揚げされたサケ類における寄生虫保有状況が刊行

図3．金属バットで殴打されたドバト（岡田 他［26］の事
例関連写真から）
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された［29］。このような報告は陳腐であったが、教材用標
本採集としては有意義であった（図4）。その他、飼育
爬虫類の蛭類と舌虫類寄生による症例［23、30］は、こういっ
た非典型的な蠕虫類による事例自体、珍しく、医動物学
的な教育効果も高いと感じている。
おわりに
2022年1～11月までに刊行された論文等計30編（英文
7編含）などの内容について紹介した。WAMC建屋の
野生動物病院としての機能が終焉し［16、17］、事実上の
WAMC閉鎖となった状況ではあったが、例年に近い刊
行業績があったことに安堵をしている。2004年開設以来
の形式の年報告は、本稿が最後になり、次回は閉鎖に伴
う残務整理に類する報文となろう。
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